
〇地域間交通（地域鉄道、幹線

バス等）、市町村間調整

〇 市町村の牽引・伴走
・リ・デザイン
実証運行、新技術等を先導

・データ
データ共有枠組の構築

・ヒト＆プレイス
人材育成、ネット

ワーキングの場の創出

地域公共交通計画の実質化に向けたアップデート （令和６年4月 地域公共交通計画の実質化に向けた検討会）

官民デジタル化 専門人材の確保・養成ポータルサイトの整備
ガイダンスの提供

対話型支援
国による推進策（例）

都道府県の役割

○ 地域交通は、多くの地域で深刻な状況にあり、自治体、交通事業者はじめ地域の多様な関係者が連携・協働して地域交通の再構
築（リ・デザイン）を進め、その利便性・生産性・持続可能性を高めていく必要がある。
〇 各地の厳しい現状に対応しながら、自家用車に頼りすぎることなく、誰でも気兼ねなくおでかけできる社会の実現を目指し、地域公共交
通計画には、司令塔・実行機能やデータ活用の強化・拡張など「アップデート」が求められ、本検討会においては、モビリティデータを活用し
た、無理なく、難しくなく、実のある計画の実現に向け、その方向性や官民に期待される取組をとりまとめた。

●シンプルで一貫性ある構成へ
２大目標：①公共交通軸の充実・保証、
②移動制約者の足の確保と、10の中核KPI

●適材適所の施策の集中展開
地域交通ネットワークを面的・

統合的に、モードミックスの施策展開

●具体的なPDCAスケジュール
年２～３回の評価や、施策の検討から

実行までの目標日程を明示

連
携

・

サ
ポ
ー
ト

モデルアーキテクチャ（標準構造）など
計画策定のガイダンスの策定

ベンチマークの提供
協議会マネジメント支援

地域公共交通計画等を有識者
等との対話によりレベルアップ

車両IoT化、国への申請等デジタル化、
データ共有の枠組構築の推進

有識者等データベース
専門人材養成プログラム

地域公共交通計画のアップデート

※「地域の公共交通リ・デザイン実現会議」における検討を踏まえ、関係省庁とともに先行的な取組を行う自治体を支援

先手先手の対応面的・統合的取組 機動的・継続的対応連携・協働（共創）

●多様な関係者の実質的参画
多様な関係者の協議会参画、庁内

連携体制の構築、市民・住民との共有共感

●モニタリングチームの組成
自治体、交通事業者等による、信

頼とデータに基づく機動的体制の構築

●データも活用した計画策定・実行
現状診断、将来予測、コミュニケーショ

ン充実、マネジメントコスト削減

●他分野データの活用
移動・施設の動向（福祉・医療・教

育・商業等）や需要見込

●データ共有体制の確立
自治体、交通事業者等の間で共有の

目的・範囲・条件等の明確化

交通

都市

教育

・・

医療

福祉

道路

商工

こども

文化

●専門人材の確保・育成
①交通の知見、②データ活用ノウハウ、

③コーディネートスキルを持つ人材・伴走者

モデルアーキテクチャ（標準構造）に基づく計画 モビリティ・データの利活用

機動的・横断的な実行体制

※１ 「地域の公共交通リ・デザイン実現会議」（座長：国土交通大臣）が提示する地域類型のうち、B（地方中心都市など）及び A（交通空白地など）の地域
※２ 今後、国が提案するガイダンスに沿った取組または、より地域事情に適した取組

～2027年までにトップランナー100を創出。現行計画が更新期を迎える2030年頃までに地方都市を中心※１に全自治体のアップデート※２を推奨～
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見込み

（期間を満了する計画
※累計見込数）

（約150計画） （約350計画） （約550計画） （約1200計画）

国

2030年度
（令和12年度）

2024年度
（令和６年度）

2027年度
（令和９年度）

2025年度
（令和７年度）

ポータルサイト
の整備

ガイダンスの提供

短期 中長期

2026年度
（令和８年度）

ガイドラインの策定
モデルアーキテクチャ（標準構造）の策定
施策カタログの提供

機能・要件等の検討

中間とりまとめ ポイント

地域公共交通計画
のアップデート

市
町
村

対話型支援

官
民
デ
ジ
タ
ル
化

ポータルサイト
の実装

○ 現行計画の改訂が一巡する2030年頃までに、地方都市を中心に全自治体におけるアップデート（新規策

定含む）を推奨するとともに、2027年までに先導するトップランナーの創出（100計画）が期待される。また、取組
を推進するため、市町村、都道府県、民間事業者の取組とそれを後押しする国の推進策の展開が期待される。
（ロードマップ）

地域公共交通
確保維持改善事業

2

100計画

運用方法等の検討 システム構築・試験導入

仕組みの構築

省内ワンチームの組成

対話型支援
の展開

対話型支援の試行・見直し

ＩＣカード情報の活用検証

e-mlitによる申請等手続のオンライン化道路運送法上の手続

乗降調査から
ＩＣカード情報への転換

デジタル・データによる申請の推進
官民情報
のデジタル化

民間事業者における
デジタル化

データ共有の枠組

車両ＩｏＴ化（キャッシュレス等を活用した乗降データのデジタル化） 【国支援のあり方も検討】

都道府県に対する
データ共有の枠組の構築支援

円滑なデータ
活用環境の実現

専門人材の
養成・確保

専門人材養成プログラムの支援・展開【国が推奨する仕組みも検討】 地域における
交通人材の充実

都
道
府
県

市町村の補完
（ヒト＆プレイス、データ、

リ・デザイン）

人材育成・ネットワーキングの場の創出
実証運行・新技術の導入の拡大
データ共有の枠組の拡大

データ共有のモデル提示

市町村への
支援充実

トップランナーの創出

トップランナーの創出

データ共有の枠組の作成支援
データ共有フォーマット等の標準化に対する支援

有識者・伴走者データベース（全国版）の構築
制度・事例の横展開

※地方都市を中心に全自治体における
アップデートを推奨（更新・新規）
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視点①：公共交通軸と拠点の充実・保証

まち・観光の骨格となる路線・拠点について、おでかけ
の足として、利便性の高いサービスを目指す。

※主に地方都市（人口10万人以上）で設定
①及び②の
観点から
統合的・

即地的に描写

ま
ち
づ
く
り
・
観
光
の
計
画
と
の
連
携
・
調
和

（
立
地
適
正
化
計
画
、
総
合
交
通
戦
略
、
観
光
圏
整
備
計
画
等
）

中
長
期
の

目
指
す
姿

５
年
の

計
画
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

※移動制約者：地域交通の不便により、移動の制約のある者（高齢者、こども、障がい者等）を指す。高齢者、障がい者等については、バリアフリー計画等と連携・調和した取組が必要。
※上記ＫＰＩにより定量的に評価するほか、定量化が困難な内容についても、定性的に評価することが重要
※目標設定にあたっては、住民サービスの充実・最適化に向けて、供給の不足（運転手・車両等）や行政上のハードル（資金等）を乗り越える努力が必要。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

適
材
・
適
所
の
施
策
・
事
業

対策類型

共創類型
交通×●●

医療・介護・福祉

地域・移住

教育・ｽﾎﾟｰﾂ・文化こども・子育て 商業・農業

宅配・物流 エネルギー・環境 金融・保険 観光・まちづくり
官民

交通事業者間

※以下のカタログ（類型）を参考に、総花的でなく、重要な施策・事業に狙いを定めリソースを集中
＋継続的なモニタリングと施策・事業の改善

地
域
の
多
様
な
課
題
に
対
す
る

目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

地
域
の
多
様
な
課
題
に
応
じ
た
施
策
・
事
業

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾁｰﾑの組成

（自治体・交通事業者＋α）

専門人材等

の確保・育成

多様な分野の関係者

の実質的参画

機動的・横断的な実行体制の整備 モビリティ・データの活用方針

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾃﾞｰﾀの

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に向けた取組

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾃﾞｰﾀも

活用した計画推進

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾃﾞｰﾀの

共有体制・枠組の構築

Ｎ年度（●） Ｎ+１年度（★） Ｎ+２年度（〇）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

協議会 協議会 (協議会) 協議会 協議会 (協議会) 協議会 協議会

地
域
公
共

交
通
計
画

★
施
策
検
討

（
Ｎ+

1

年
度
）

★
予
算
要
求

（
Ｎ+

1

年
度
）

●
第
三
者
評
価

●
中
間
評
価

（
Ｎ
年
度
）

○
施
策
検
討

（
Ｎ+

2

年
度
）

●
前
年
度
評
価

（
Ｎ
年
度
）

○
予
算
要
求

（
Ｎ+

2

年
度
）

★
第
三
者
評
価

★
中
間
評
価

（
Ｎ+

1

年
度
）

★
前
年
度
評
価

（
Ｎ+

1

年
度
）

地
域
公
共
交
通
確

保
維
持
改
善
事
業

（
認
定
申
請
）

交
付
申
請

●
第
三
者
評
価

●
自
己
評
価

（
Ｎ
年
度
）

（
認
定
申
請
）

交
付
申
請

★
第
三
者
評
価

★
自
己
評
価

（
Ｎ+

1

年
度
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①関連：各輸送資源を交通事業者に集約・統合 ②関連：既存の輸送資源の最大活用

自家用有償旅客運送等への
多様な関係者（JA・DMO・RMO等）の参画

車両のダウンサイジング等による
運行の高頻度化

地域における移動手段の集約による
運行の効率化

貨客混載による
人流・物流の一体化

おでかけ先等と連携した
交通と他事業の相互利用

交通事業者間の連携・共同経営による
運行の効率化

官民の役割分担の再構築
（鉄道再構築・エリア一括・公設民営・コミュニティバス等）

複数交通モード間の一体化による
利便性・効率性の向上

（共通切符・MaaS・サブスクリプション等）

デジタル技術等の活用
（自動運転・AIオンデマンド・車両IoT化等）

他分野機能・拠点の集約による
モビリティハブ（“駅”など）の賑わい創出

移動制約者（高齢者、こども等）の
送迎等における交通事業の活用

運転手等の確保
（消防団・自衛隊等との連携、移住施策等）

地域と交通の現状把握

地域将来像・移動ニーズ

←交通の現状把握②：交通サービスの利用実態

←今後の移動ニーズ（潜在需要、人口予測等）

←交通の現状把握①：交通サービスの運行実態

←地域の現状把握：人口・高齢化、施設（医療・教育・商業等）の動向等）
※改訂の場合、前計画の評価を踏まえて診断

基
本
的
な
方
針

※ギャップを把握し、
課題の原因を明らかに

地域経済・
産業の発展

豊かな地域
社会の実現

カーボン
ニュートラル

人口減少
の歯止め

・・・・・・移住・定住
の促進 ※交通分野が貢献する目標群（クロスセクター目標）

地価
の上昇

健康寿命
の増進

ウェルビーイング
の実現

住民・市民との双方向コミュニケーションを通じた「地域の将来像」の共有（例）計画が実現したとき、住民の暮らしや観光がどう変わるのか
上
位
計
画
へ
の
位
置
づ
け

（
総
合
計
画
等
）

※モデルアーキテクチャ（標準構造）は、全体の構造を示すもので項目を埋めていく性質のものではない。地域自ら考え・現場で行動し「白紙」を埋めていく作業も非常に重要。
例）単なる現状把握でなく、課題の原因やその解決策を探る「考えるチカラ」 ／ 実行に向けた、関係者との「コミュニケーション・合意形成」（信頼・共創・熟議） 等

※自治体の規模等に応じて、モデルアーキテクチャ（標準構造）から、構成要素を選択して活用されることも想定される。 例）過疎地域等において、目標②移動制約者の足の確保のみを設定 等

地域公共交通計画のモデルアーキテクチャ（標準構造）

データも活用した「現状把握」（イメージ）

担い手
類型

交通事業者

自治体

地域の関係者

計
画
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

実
行

×

立
地
適
正
化
計
画
等
の
公
共
交
通
軸

具
体
的
・
即
地
的
に
一
致

鉄道・軌道

路線バス

乗合タクシー

自家用有償

無償送迎（福祉輸送・病院送迎・スクールバス等）

ｼｪｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ旅客船

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

タクシー

利
用
者
特
性

（
特
定
）

（
不
特
定
）

輸送形態（乗合輸送【輸送密度・高】） （個別輸送【輸送密度・低】）

輸送モード
類型

ネットワークの統合的将来像（地図）

目標 評価スパン アウトプット アウトカム

①公共交通軸と拠
点の充実・保証

短期 ○各公共交通軸の運行頻度・回数 ○各公共交通軸・拠点の利用者総数

中長期 ○公共交通分担率

②移動制約者の足
の確保

短期
○（一定時間内に）公共交通で通院・通学できる

高齢者、こどもの割合
○高齢者、こどもの公共交通の利用回数

中長期 ○高齢者、こどもの１日平均の移動回数

③持続可能性・
実現可能性の確保

短期 ○公共交通の収支・公的資金投入額
○公共交通の利用者総数

○公共交通に従事する運転者数

中長期 ○住民等の公共交通に対する満足度・認知度

視点②：移動制約者の足の確保

地域交通の不便により移動の制約がある者（高齢者、
こども等）に重点をおいて、移動の足の確保（カバー）
を目指す。

※将来像と課題を乗り越えるための「方向性」を明示

現
状
診
断

評
価

モニタリングチーム
（データの定期的共
有＋検証・改善）

中間とりまとめ ポイント
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